
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「自覚・責任・飛躍」――次のステージへ 

校長 澤井 稔 

 10月を迎え、今年度も折り返しの時期となりました。4月の新しい出会いから半年。皆さんは、この

半年間でどのような成長をしてきたでしょうか。授業や部活動、委員会活動、学校行事など、一つ一つ

の経験を積み重ねる中で、できるようになったことや、以前とは違う自分に気付くこともあったのでは

ないでしょうか。 

 10月からの後半は、これまでの経験を力に変え、次のステージへ進んでいく大切な半年です。そこで、

私は各学年に、それぞれ大切にしてほしい言葉があります。 

 

○1年生には「自覚」。 

 中学校生活にも慣れ、入学当初に比べて、自分でできることも増えてきました。これからは、「中学

生になった」というだけでなく、「田無第一中学校の一員である」という自覚をもって生活してほしい

と思います。授業への向き合い方、友達との関わり方、係や委員会の仕事など、日々の小さな行動が自

分自身の成長につながります。「誰かに言われたから」ではなく、「自分はこうする」と考えて行動す

ることを大切にしてください。 

○2年生には「責任」。 

  2年生は、これから学校の中心を担う学年です。後期の委員会活動も新しい体制で始まり、皆さんの

役割はこれまで以上に大きくなります。自分に任された仕事を最後までやり遂げること、自分の言動に

責任をもつこと、そして仲間や学校のために行動することを大切にしてください。 

  また、通常学級の 2年生は職場体験を終えたところです。普段とは異なる環境で、働くことの責任や

人との関わりについて、様々なことを学んだことと思います。その学びを、これからの学校生活に生か

してほしいと思います。 

一方、特別支援学級の 2 年生は、これから職場体験に臨みます。楽しみな気持ちとともに、不安や緊

張もあることでしょう。しかし、一歩踏み出して実際の社会に触れることは、きっと皆さんにとって大

きな学びとなります。自分にできることを精一杯行い、周りの方との関わりを大切にしながら、一人一

人の「責任」を果たしてきてください。 

○3年生には「飛躍」。 

中学校生活も残り半年となりました。これまで培ってきた力をさらに伸ばし、次のステージへ大きく

飛躍する時期です。合唱コンクールでは、これまで学校を支えてきた 3 年生らしい姿を後輩に示してく

ださい。そして、進路説明会や進路面談を通して、自分の未来と向き合ってほしいと思います。進路を

考えることは、「どこへ進むか」だけではなく、「どんな自分になりたいか」を考えることでもありま

す。悩み、考え、挑戦する過程を大切にし、自分の可能性を広げてください。 

 

  そして、全校の皆さんにとって、これからの半年は「次の自分」をつくる時間です。 

 合唱コンクールでは仲間と力を合わせること、委員会活動では自分の役割を果たすこと、日々の授業

では学ぶことから逃げずに向き合うこと。その一つ一つを大切にしてください。 

 1 年生は「自覚」を、2 年生は「責任」を、3 年生は「飛躍」を。それぞれの言葉を胸に、残り半年

を歩んでいきましょう。 

 半年後、「この一年間で自分は成長した」と胸を張って言えるように。今日という一日を大切に、仲

間とともに一歩ずつ前へ進んでいくことを期待しています。 
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【 生徒会 】  （９月８日）  

 生徒会では今年度も「エコキャップ運動」に取り組みました。日ごろから生徒の皆さん・教職員が集めた

ペットボトルキャップを、今年は２７ｋｇ集めることができました。そして先日、西東京市内の企業である、

エクラアニマル様に引き取っていただきました。 

 集めたエコキャップは、リサイクル資源と活用され、その売却によって得られた収益が、海外の子どもた

ちへのポリオワクチン支援につながります。 

 一つ一つのキャップはとても小さなものです。しかし、全校生徒が力を合わせることで２７ｋｇもの大き

な力となり、遠く離れた国の子どもたちを支えることにつながります。 

 これからも生徒会では、地域の企業や団体の皆様とのつながりを大切にしながら、学校だけではできない

さまざまな活動に取り組んでいきたいと思います。 

       

【 生徒会役員選挙 】 （９月９日） 

 9 月 9 日（水）に生徒会役員選挙の立会演説会が行われました。選挙管理委員会は公正・公平な選

挙となるように 7月から準備を行ってきました。  

立候補者も、演説の内容を考えたり、ポスターを書いたり、広報の下書きをするなど夏休み前から準

備を始めていました。また、２学期に入るとすぐに選挙運動期間になり、本当に忙しい日々を送ってい

ました。お昼の放送演説で公約を伝え、朝の挨拶運動では「おはようございます。清き一票をよろしく

お願いします。」と全校生徒に声を届けていました。演説会当日は応援演説者とともに立派なスピーチを

行いました。 

演説会終了後に行われた投票では、選挙管理委員の立ち合いのもと、一人ひとりが自分で考えて選び、

投票箱に票を投じました。放課後の開票作業にも真摯に取り組み、選挙に参加する意義や一票の大切さ

を学ぶことができました。 

新しく生徒会執行委員になった生徒には、これからの１年間、一中をよりよくするために精一杯活動

してもらいたいです。よろしくお願いします。 

【 IJ 学級 移動教室 】 （９月１７日～１８日） 

I J学級は、千葉県南房総周辺で、２泊３日の移動教室を行いました。1日目は、千葉の名勝として知られ

る鋸山に登り、日本寺を訪れました。「地獄のぞき」の突き出た岩の先端から見える景色や全長３１ｍにもな

る大仏の壮観さに感銘を受けつつ、班の仲間と励まし合いながら登山をしている姿が印象的でした。２日目

は、鴨川シーワールドを訪れました。海や川に生息する様々な生物を観察したり、シャチのショーを見学し

たりしました。シャチのショーでは、大量の水しぶきをあげながらの迫力満点のパフォーマンスを心から楽

しんでいました。 

２日間の移動教室で、千葉県南房総の自然・歴史・文化などに触れることができ、充実した時間を過ごす

ことができました。この移動教室で得たことを普段の生活にも生かしてほしいです。 

   

 

 

個人情報保護のため、配布した紙面とは一部異なります。ご了承ください。 

個人情報保護のため、配布した紙面とは一部異なります。 

ご了承ください。 

 


